
オープン・ティンバー・ポータルは、政府、民間セクタ
ー、第三者森林モニターからの情報をとりまとめるこ
と で、木材の伐採と貿易における法的要求事項への遵 
守を推進するウェブ・プラットフォームです。

情報へのアクセスを改善し、合法な木材の貿易へのインセンティブを与える



オープン・ティンバー・ポータル（OTP）は、木材関連事業に透明性をもたら 
します。OTPは、これまでアクセスできなかった現場における管理業務と木 
材の合法性に関する要求事項の遵守に関する情報を公開します。OTPは、 
以下の3つの異なる情報源からの情報をまとめています：政府からの公式 な
コンセッションの境界と登録された木材生産者のリスト、遵守を示すた めに
木材生産者が自主的にアップロードした書類、森林の第三者モニター によ
るオブザベーション。世界資源研究所(WRI)が、政府、民間セクター、 市民
社会アクターとの協議に基づき、OTPをデザインしました。OTPは、ま ずコン
ゴ盆地に焦点をあてますが、他の関係のある木材生産国にも積極的 に対象
を広げていきます。

評判と市場へのアクセスについて懸念を持つ木材
関連企業は：

•	 コンプライアンスに関する書類の提供に関する様
々な要求に1つのツールで答えることができます。

•	 透明性ランキングシステムによって市場において
自社の差別化を図ることができ、さらに、輸入業
者、法執行当局、一般社会におけるOTPの認知度
からも利益を得ることができます。

生産国の政府機関は：
•	 森林に関する法執行とモニタリングの改善がで

きる

•	 情報アクセスの改善は調達リスクを低減するた
め、国内森林セクターに対する輸入業者からの評
価を向上できる

サプライチェーン上の木材購入者は：

•	 デュー・デリジェンスに重要な情報に簡単にアク
セスできる

•	 自社のサプライヤーと他の生産者の迅速な比較
が可能

輸入国の法執行当局は：

•	 生産者の法令・法遵守の記録に簡単にアクセス
できる

•	 机上での調査が可能で、法執行活動に集中するこ
とができる

生産国の第三者森林モニターは：

•	 モニタリングの効率を改善できる

•	 活動の認知度が強化され、インパクトを高めるこ
とができる

市民社会組織とNGOは：

•	 信頼性が高く、一般公開された情報による主張に
基づくことによって、より効果的なキャンペーンを
実施できる

森林セクターの合法性改善を支援するドナーは：

•	 第三者森林モニターの仕事を支援するプロジェク
トのインパクトをより簡単に追跡できる

•	 森林セクタープロジェクトの調整を促進できる

良い調達のためにはよい情報が必要です。木材の輸
入業者と消費者のサプライチェーンの合法性と持続
性の証明に対する関心は増加しています。しかし森
林認証以外では、木材生産者の関連するパフォーマ
ンスに関する情報はほとんど存在していないのが現
状です。この状況が優良事業者に対する不公正な競
争を生み、さらに消費者の熱帯材に対する信用を損
ねています。

 
多くのイニシアティブが存在するが、それを
調整する中心ポイントがない。商業的な森林セ
クターの合法性と持続性を改善するための国内・国
際的イニシアティブはこの15年間で増加してきまし
た。しかし、生産者に関する情報を調整する中心と
なるポイントがありませんでした。これは生産者と輸 
入業者にとって非効率的であり、イニシアティブの
効 果を制限していました。OTPは木材生産者に関
する 情報のワンストップ・ショップ（＝必要な情報が
一ヶ 所で全て得られるサイト）として機能することを
目指 しています。

なぜOTPが必要なのか？

木材供給者の競争条件を公平にする。OTPは、す
べての木材生産者に対し、基準的な書類と数値
について調査することで、市場での差別化を可能 
にし、認証を補完します。また、企業が自主的に合
法 性に関する書類を公開することによって、その
企業の市場へのアクセスと消費者との信頼を築く
ことを支援します。 

木材合法性の取り組みが成功するために
は、効果的な法執行が必要です。過去10年
の間に、木材の合法性について規制する複数の
フレームワークが発展してきました。現在、木材
輸入業者はデュー・デリジェンスの要求に従わ
なければならないのにも関わらず、情報へのア
クセスが十分ではないという困難な状態が続い
ています。OTPは、韓国の木材の持続可能な利
用に関する法律、日本のクリーンウッド法、オー
ストラリアの違法伐採禁止法、EU木材規則や米
国のレイシー法などの需要側の政策の実施を
支援します。

OTPの構造はすべての木材
輸出国で適用できるように
開発されています。プラット
フォームは、まずコンゴ盆地
に焦点を当てていますが、資
金と機会があれば他の地域
にも拡大していきます。

誰が何のためにOTPを利用するのか？

OTPはどこの地域を対象としているか？
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OTPはどのように機能しているのか？

OPTは3つの異なる情報源からの森林操業に関する情報で構成されています。
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ドナー

すべての登録された木材生産
者、許可の境界、伐採契約は森

林当局のデータベースから直接
入手しています

木材生産者は、法遵守に関す
る書類の標準リストに従って、
自発的に情報を開示します。

第三者森林モニターとNGO
は、不遵守の疑いに関するオブ

ザベーションを提出します。

OTPはグローバルフォレストウォッ
チ(GLOBAL FOREST WATCH, 

GFW)の森林被覆変化を示すデー
タも考慮します。

生産者と第三者によって提出さ
れた情報の検証プロセスが導

入されています。

それぞれの生産者について、必要な書類の総数
に対する入手可能な書類数の割合に基づき、透

明性スコアを算出しています。

木材生産者政府 第三者

 オープン・ティンバー・ポータルは、以下のドナーから
の寛大な支援により実現しました：


